職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
総合電機メーカーの知的財産部にて◯年間、電気・電子および情報通信分野の特許実務を担当しています。発明発掘ミーティングの運営から明細書のレビュー、拒絶理由通知への応答方針の立案、登録後の年金管理まで一貫して関わり、国内出願を年間◯件、PCT出願および米国・欧州・中国向けの外国出願を年間◯件担当しました。あわせて新製品の侵害予防調査を担当し、開発部門への報告と設計側への情報提供を行っています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：従業員約◯名の総合電機メーカー／知的財産部（部員◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：知的財産・特許
【担当業務】
・電気・電子・情報通信分野の国内特許出願（年間◯件）の方針立案と、特許事務所が起案した明細書・クレームのレビュー
・PCT出願および米国・欧州・中国への移行手続き（年間◯件）と、現地代理人への指示書作成
・拒絶理由通知への応答方針の検討、意見書・補正書案の作成、審査官面接への同席
・開発部門との発明発掘ミーティング運営（月◯回）、発明提案書の精査、新製品の侵害予防調査と結果の開発部門への報告
【実績】
・担当事業部の発明提案書の記載様式を見直し、従来必要だった技術者への追加ヒアリングを削減。出願方針の決定までの期間が平均◯日短縮した
・主力製品の基本出願で実施形態の追加と分割出願を提案し、当初案では対象外だった構成を含めて権利化。関連案件の出願戦略の社内標準としてまとめた


■活かせる経験・知識・スキル
・明細書・クレームのドラフティングおよびレビュー（電気・電子・ソフトウェア分野）
・中間処理（意見書・補正書作成、審判請求の検討）
・特許調査（先行技術調査・FTO調査・無効資料調査）、J-PlatPat・Espacenetの利用
・外国出願実務（PCT・パリルート、米国継続出願、欧州EP手続き）および英文での代理人対応
■資格
・知的財産管理技能検定1級（特許専門業務）（20XX年X月取得）
・TOEIC ◯点（20XX年X月取得）
■自己PR
開発部門に入り込み、事業計画と発明を結び付けて権利化の方針を決めることが強みです。担当事業部では月◯回の発明発掘ミーティングを定例化し、発明提案書の記載項目を整理したうえで技術者への聞き取り様式を作成したところ、提案件数は年間◯件から◯件に増え、出願方針の判断に必要な情報が初回相談時に揃うようになりました。貴社でも開発初期から技術者と対話し、事業に沿った出願と調査の優先順位付けに貢献したいと考えています。
以上
